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    「支部だより」2008年3月号 
 

福岡県理学療法士会 支部広報  

   編集責任：落合 裕之（北九州支部長） 

編集：津上 勝（支部広報） 

 

筑豊地区部長   仲上 正克   麻生飯塚病院 

 
 筑豊地区は福岡県全 8地区の中で、人数 160名前後の最小ですが、地域の範囲は飯塚・直方・田
川地区と広範囲であり、北九州 1.2 地区が都市型だとすれば、筑豊地区は郊外型になります。別な
言い方をするならば、野山・田園が広がる田舎でしょうか? 
  田舎は田舎なりに人情に厚く、外来リハが盛んな頃は、何かと患者家族から教えられたものでし
た。外来リハが介護保険に移行してから、このような経験が出来なくなったことは残念なことか、

より専門性を追求するためには仕方ないことか、残念ながら、お気楽な時代は終わったようです。 
 平成 20年は診療報酬の話題となり、疾患別リハビリテーション料の値下げ(特に心大血管リハ料
は 20%の引き下げ)られ、平均で 9.3%も下がることになりました。当院シュミレーションでも、月
平均－6.8%・金額で 280万円の減収となります。 
 加えて、急性期病院は手厚くなっているといいながら、9 単位を算定すれば、年齢で 7 単位・6
単位に減額されます。(青本には 9単位まで算定可能としているのに) 
 まさに多難な時代となったのですが、学生時代に「人の不幸を飯の種としているのだから、努力

するのが当たり前、知識・技術の向上心がなければ、仕事を変えることだ。いまなら PT を辞めら
れる」とことあるごとに SVから言われたことを思い出します。 
みなさんは、担当している患者さんの夢をみることがありますか? 

100円ショップで「あっ!これ!治療に使えそうだ!」と思ったことがありますか? 
地区勉強会で、転院先のセラピストと情報交換していますか? 
 筑豊地区の理学療法士は以下の共通認識の基に、みんなで努力したいと考えています。 
1. 特化した理学療法専門技術・知識の習得 
2. 理学療法専門職としての地域医療への貢献 
3. リハビリテーション医療を支えている自負と誇り 
 
筑豊地区部長     仲上 正克／麻生飯塚病院 
運営委員事務担当   植木 伸昭／社会保険筑豊病院 

学術担当   宇佐波政輝／筑豊労災病院 
社会担当   中島 陽一／一本松病院 

運営委員 
    宮本 雄二／一寿会 西尾病院      水口 伸二／社会保険二瀬病院 
    平嶋 克寿／社会保険田川病院      宮崎 圭一／宮田病院 

鶴田 弘幸／村上外科医院        宮崎智恵美／頴田病院 
井上 智博／麻生飯塚病院        大原 常豊／田川新生病院 

    瀬尾 徹／ユーアイ西野病院       河野 幸治／村上外科医院  
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―――  支部・地区からの案内 ―――― 

平成19年度の支部・各地区からの学術や社会関係の事業報告をいたします。 

今後も支部および地区活動の参加にご協力下さいますようお願いいたします。 

 

◆北九州支部 事業報告 
 

１．支部研修会報告 

１）北九州支部第3回研修会 

日時：平成20年１月20日（日） 10:00～12:00 

場所：麻生飯塚病院         参加者：39名（会員のみ） 
内容：臨床実習教育について 

講師：永尾 泰司 氏 （柳川リハビリテーション学院） 

石橋  敏郎 氏 （九州リハビリテーション大学校） 

コメンテーター： 

植木 伸昭 氏 （社会保険筑豊病院） 

宮本 雄二 氏 （西尾病院） 

仲上 正克 氏 （飯塚病院） 

司会：宇佐波 政輝 氏（筑豊労災病院） 

２）北九州支部第4回研修会 

日時：平成 20年 3月 9日（日） 9:30～12:30 
場所：新日鉄八幡記念病院 講堂  参加者：38名（会員のみ） 
内容：①「北九州支部転倒予防事業の経緯と展望」 

②「北九州支部社会担当（啓発活動）における過去5年の経緯と展望」 
③「２０１５年の高齢者介護と理学療法士 ～維持期リハビリテーションにおける 

理学療法士の役割～」      
講師：①小柳 靖裕 氏 （新日鉄八幡記念病院） 

②鳥井 聡   氏 （日本海員掖済会門司病院） 
③稲富 武志 氏 （大原病院） 

司会： 野見山 真人 氏 （健愛記念病院） 
２．広報活動報告 

１）第3回支部広報誌（支部だより）発行 

平成20年１月発行 北2地区部長挨拶その他 

２）第4回支部広報誌（支部だより）発行 

平成20年3月発行 筑豊地区部長挨拶その他 

 

◆北九州1地区 事業報告 
１．平成19年度地区事業報告 

１）第5回地区勉強会 

   日時：平成20年1月17日（木） 

場所：専門学校九州リハビリテーション大学校  参加者：63名 

内容：成人片麻痺患者に対するＡＤＬの治療的アプローチ 

講師：山口 健一 氏（福岡リハビリテーション病院） 
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２）第6回地区勉強会 

     日時：平成20年2月21日（木） 

場所：専門学校九州リハビリテーション大学校 参加者：95名 

内容：１.心臓リハビリテーションについて 

2.症例報告 

講師：神崎 良子 氏 （専門学校 九州リハビリテーション大学校） 

◆北九州２地区 事業報告 

１．平成19年度地区事業報告 

１）第6回地区運営会議 

   日時：平成20年2月6日（水） 

場所：新日鐵八幡記念病院          参加者：8名 

２）第7回地区運営会議 

   日時：平成20年2月20日（水） 

場所：相生リハビリテーションクリニック   参加者：4名 

  ３）第8回地区運営会議 

   日時：平成20年3月18日（火） 

場所：新日鐵八幡記念病院          参加者：22名 

２．地区勉強会報告 

１）第8回地区勉強会 

     日時：平成20年2月14日（木） 

 場所：浅木病院               参加者：60名 

 
◆ 筑豊地区 事業報告 
１.地区運営会議報告 

  １）筑豊地区第4回地区運営会議    

   日時：平成20年3月3日（月） 19:00～21：00 

 場所：麻生飯塚病院 エネルギーセンター6階 中会議室 

   内容：平成19年度事業報告・平成20年度事業計画立案 

２.症例検討会報告 

日時：平成20年2月4日       19:00～21:15    

場所：麻生飯塚病院 エネルギーセンター6階 大会議室 

症例：9例 

３.症例検討研修会 

日時：平成20年2月25日      19:00～21:00    

場所：麻生飯塚病院 エネルギーセンター6階 大会議室  参加者：29名 

    内容： 「症例報告につながる症例の診方」 

講師：松﨑  哲治 氏 （麻生ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校） 
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～支部長寄稿～ 

 
北九州支部長 落合 裕之 

 
もうじき平成 19 年度が終わろうとしております。会員の皆様におかれましては如何お過ごしで
しょうか？我々、理学療法士を取り巻く環境は、平成 20 年度診療報酬改定をみる限り決して安穏
と過ごせる雰囲気ではないようです。5 月以降、各地区で診療報酬改定の特別講演を開催する予定
ですので是非ご参加下さい。 
平成 20年 3月 2日に理学療法士・作業療法士国家試験が執り行なわれました。詳細は 4月 7日
の合格発表次第ですが、理学療法士はおそらく例年通りの合格率のようですが、作業療法士はかな

り合格率が下がる気配です。国も国家試験そのものを難化の方向に軸足をおいてきているようです。 
話しは変わりますが、平成 20年 2月 24日に筑後支部のピーポート甘木で県学会が開催されまし
た。今回の県学会で初めて市民公開講座が行われ、市民（特に教育委員会の後援を得て‥小中学生）

の方に多数お集まり頂き好評を得ました。今後も我々は職能団体としての自己研鑽の学術活動に加

え、公益法人に向けてこのような社会的な活動が必要だと感じた次第です。国家試験の結果もあい

重なり「選ばれる理学療法士」になるよう求められているようです。県学会への北九州支部からの

参加者についてですが、新人教育プログラム単位取得者 61名、内訳は北九州 1地区 28名、北九州
2地区 21名、筑豊地区 12 名。新人教育プログラム修了ならびに単位非該当者 40名、内訳は北九
州 1地区 11名、北九州 2地区 20名、筑豊地区 9名です。支部からの参加者総数は、計 101名です。
平成 20年度（平成 21年 2月）に、北九州支部で次期県学会を筑豊地区の飯塚市コスモスコモンで
行う予定です。支部内の県学会ですので、多数の会員の参加を望みます。次期県学会におきまして

も、市民公開講座を行うべく運営委員一同準備をしているところです。 
 最後に、5 月 14 日～17 日に行われる全国学術大会の参加を前回の寄稿でお願いしたのですが、
同時期に飯塚市にて国際車椅子テニス大会が行われます。テニス大会におきましても、過去におい

て県士会はボランテイアやトレーナー業務を行なって参りました。学会に加えてテニス大会のサポ

ートも重要な事項ですので、多数の会員の協力を望みます。 
 

 

 

【編集後記】 

北九州支部広報誌も４号目となりました。今年度の広報誌は“報告書”程度であり、まだま

だ会員皆様方の満足のいく紙面には程遠い状態でありました。 

次年度も編集委員一同、会員の皆様方に最新の情報を伝えるべく鋭意努力いたします。 

次年度も会員皆様方の県士会活動・支部活動への積極的なご協力をお願い致します。 

                                 （津上 勝）

 


